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新退院指導要項作成
一ストーマ造設患者の自立の援助に向けて
12階東　○高橋直美　古畑
　　　　他スタッフー同
はじめに
　近年、当院において、膀胱全摘尿路変更術を受ける
患者は増加傾向にあり、患者の年齢も次第に高齢化し
てきている。尿路変更術を受けた患者がストーマを受
容し、再び入院前の生活に戻る為に、ビデオやチェッ
クリスト、パンフレット等を用い、患者の日常生活自
立への援助や指導を行ってきた。しかし、実際には皮
膚障害など何らかの問題をかかえて外来や病棟に相談
に来る患者も多く、退院後の地域外来での継続看護の
重要性を再認識させられた。
　そこで私達は、退院指導に重点を置き、新退院指導
要項を作成した。さらに継続看護を行っていく為に、
外来、病棟間の問題も再検討した。
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（2）パック交換について何日目で交換しますか？
　2日
3～4日
5～6日
　7日
　10日
3％
25％
3％
31　％
31％
③　交換予定日以外に急にパックがもれたことがあり
　　ますか？
はい　81％ いいえ　19％
1　研究方法
1）期間：平成5年4月～11月
2）対象：①過去4年間（1989年～1992年）のストー
　　　　　マ造設患者38名。
　　　　②泌尿器科外来看護婦5名。
3）方法：①ストーマ造設患者にアンケート調査を実
　　　　　施し、問題点を抽出。
　　　　②泌尿器科外来看護婦にアンケート調査を
　　　　　実施し、問題点を抽出。
　　　　③①②で抽出した問題点を比較、検討し、
　　　　　新退院指導要項を作成。
（4）パックが急にもれたとき、その原因は何かわかりますか？
　腹部のしわや凸凹によるもの
　ストーマケアの技術によるもの
　ストーマケアの知識不足によるもの
　原　因　不　明
（5）障害者手帳はもっていますか？
3
16％
13％
4％
37％
はい　81％ いいえ　19％
（6）それを利用したことがありますか？
はい　81％ いいえ27％　7％無回答
ll分析結果
　く過去4年間のストーマ造設患者へのアンケート〉
（1）パック装着部の皮膚に障害が起きたことがありま
　　すか？（複数回答）
発赤
擁痒感
疹　痛
湿疹
水庖
皮膚剥離
その他
59％
（7）ストーマについて相談する人はいますか？
はい22％ いいえ75％ 無回答3％
当院の泌尿器科外来を受診の時、医師・看護婦に
ストーマについて相談したことがありますか？
はい　44％ いいえ　50％ 無回答6％
（8）手術により尿の通り道が以前とどのように変わっ
　　たか知っていますか？　図や文章で表して下さい。
正解の患者
不正解の患者
無回答
12．5％
33．4％
53．1％
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　〈泌尿器科外来看護婦へのアンケート〉
（1）ストーマケアに関心がありますか？
はい100％
②　ストーマ専門の窓口（ストーマ外来）があったら
　　よいと思いますか？
はい　60％ し、し、え　　40％
（3）ストーマケアについて患者から質問を受けた事が
　　ありますか？
はい　60％ いいえ　40％
患者の質問に対して返答に困った事がありますか？
はい100％
（4）返答に困った理由は何ですか？（複数回答可）
　　　時期がなかった　　　　　　　66％
　　　処置の仕方が分からなかった100％
　アンケートの結果から、退院後、大半の人が何らか
の皮膚障害をもっている。パック交換については、平
均が5～6日である。文献では6～7日遅定期交換が
理想であるとされており、交換は問題ないと思われる。
しかし、パック交換の知識、技術が未熟な為か、急な
パックもれを経験している人が81％と高い比率を示し
ている。これはストーマケアの指導が十分に確立され
ないまま退院した事から起こりうる問題と思われる。
又、ストーマを造設することで、尿路系がどのように
変化するか理解をしていない人が多く、腎孟腎炎など
起こした場合でも、早期に処置できず悪化する可能性
が高い。これらのことを踏まえ、新退院指導要項に、
①手術前後の解剖生理の違いについて。②異常な症状
③皮膚障害の原因、種類、予防について。④日常生活
における注意点。⑤使用しているパックの名称を加え
て記載する事にした。皮膚障害については、具体的な
対処方法を載せることで、間違った判断から症状が悪
化する事も考えられる為、予防策のみ記載した。日常
生活については、手術前の生活に戻れる事を強調し、
できるだけ制限のある表現や項目を少なくした。
　社会福祉については、身体障害者手帳をもっている
が利用していない人が27％、ストーマについて相談す
る人はいるか？との質問に75％の人が、病院以外に相
談相手がいないと答えている。退院後泌尿器科の外来
で、医師や看護婦に相談したことのない人は50％もい
た。このアンケート結果から、社会福祉や身体障害者
手帳の使用方法について充分な説明がされていないこ
とがわかる。又、相談相手がいない事に対しての援助
も不充分なままで、相談窓口も確立されていなかった。
これらの点を踏まえ、ストーマケアの正しい知識の指
導と、退院後の相談窓口の設置が重要であり、今後、
継続看護を進めていく上でも、⑥社会福祉制度につい
て、⑦病院内の保健指導部、医療相談室について、⑧
患者会について、詳細を付け加えた。
　退院後の継続看護について、外来看護婦へのアンケ
ート結果をみると、人員不足と外来業務におわれ、対
応できないと答えた人が66％、又ストーマケアに対し
て熟知していないと答えた人が100％という結果であ
った。このことから、退院後の継続看護を外来のみに
委ねることは困難であり、外来、病棟間での調整が必
要となった。外来との調整については、医師の協力も
必要となる為、ストーマケアの指導対象患者基準
（チェックリスト）を作成した。さらに、ストーマケ
ァの内容を深める為、外来、病棟、保健指導部の看護
婦を対象に、ストーマケアに対する勉強会を開催した。
内容としては、①皮膚障害の対処方法について（ET
の講演）②社会福祉制度、日常生活における注意点。
③パックの種類と選択、ストーマケアの実際、である。
IV考察
　ストーマ造設患者にとって最も重要な事は、退院後
の生活である。患者は退院した日から、今まで看護婦
に委ねていた様々な障害の対処を、患者自身又は家族
で判断し行動していかなければならない。り穴沢らも、
退院したストーマ造設患者の調査から、最も自信を失
ったり不安感が強いのは、退院した直後が多いと述べ
ている。そこで、入院中から退院後のライフスタイル
に合わせた指導と体験学習が重要となる。
　今回、新退院指導要項を作成し実際に活用する為に、
無作為に3名の患者を選び、従来の退院指導要項と比
較してもらった。その結果、①食事や仕事、運動に制
限がない事がわかり、勇気づけられた。②地域におけ
る社会福祉制度の活用方法が理解でき、費用の面でも
安心できた。③患者会のことを知り、悩みや情報交換
が出来ることでほっとした、等の回答が得られた。こ
のことから、患者が手術前から段階をおって知識や技
術を体得し、退院後の生活をイメージすることで不安
も大幅に軽減できるだろうと思われる。又退院後の外
来、地域の福祉の活用等、継続看護については、外来、
保健指導部の看護婦と連携を密にし、さらに知識、技
術の向上をはかっていきたい。
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V　おわりに
　今回は、新退院指導要項を作成したが、実際に利用
するまでに至らなかった。今後更に改善を重ね、退院
指導と継続看護について研究をしていきたい。
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1．はじめに
　　今回ストーマ造設手術を受けたことで、あなたの尿の排泄
　の仕組みは変化しています。手術前の排泄機能が失われるた
　め、最初は様々な面で不自由な感じがあります。一番大切な
　ことは、ストーマに慣れることですが、その前に、自分の身
　体の変化について知っておくことが必要です。
①　解剖生理
　　尿は、腎臓で作られ、そこから尿管を通って、一度膀胱に
　溜ります。そして、尿道を通って排尿されるわけですが、手
　術前は、膀胱には尿が溜まらないため、腹壁に造られた排泄
　口から尿を排泄します。この排泄口をウロストーマとよぴま
　す。ストーマの形や大きさに個人差がありますので、自分の
　ストーマのタイプを知っておくことが必要です。
尿管皮膚痩術
　尿管を身体の表面に
直接導き、それから尿
が、常時排泄されます。
　尿管にカテーテルを
挿入する場合もありま
す。
手術前
（　Oa“
回腸導管
　回腸の一部を導管とし
て、利用したストーマ。
ストーマから、常時排泄
される尿には枯液がふく
まれています。
）
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2．こんな時は、主治医の先生に連絡しましょう。
①発熱が続いた場合（38℃以上が3日以上）
②尿が異常に少なかったり、出なかった場合（1日500ie以下）
　　日頃から水分は多めにとりましょう。　（1500　me前後）
③尿が濁ったり、臭いがひどい場合。
　感染をした場合に多くみられ、水分を多くとることにより治
　　ることもあります。
④尿に血液が混入する場合。
　　ストーマがパックなどで傷ついている場合は、サイズを少し
　大きくあけましょう。
　パック以外が原因と思われるときは、医師に相談しましょう。
⑤ストーマが黒っぽい（黒色斑）などの変化が起きた場合。
　　ストーマの色はピンクがかった赤色です。
　　また二二が溜まると、カブレの原因にもなります。
　　パック交換時には、ストーマの周囲をきれいに拭き、ストー
　　マの状態を良く観察しましょう。
⑥便秘や下痢が長い間続くような場合。
⑦腰が重く、尿が出ない。又、熱がでる。
　　それは、腎臓で作られた尿がつまって体外に排出されないた
　　めです。すぐに連絡して下さい。
…　　連絡先…
　　　　東京医科大学病院
　　　　泌尿器科外来
　　　　泌尿器科病棟
03　（3342）　6111
（内線）3430
（内線）2450～1
3．日常生活について
①　食事
　　食べてはいけないというものはなく、手術後の体力を回復
　　させるたあにも、栄養になるものは遠慮せず食べてください。
　　小食や、消化の良すぎるものばかり食べていると便秘にな
　　ります。
　　暴飲暴食は避け規則正しい食事をまもりましょう。
★尿臭を強くする食品ﾑ鷺欝篇二慧
　　　　　　　　　　　　　　チーズ、etc…
★尿臭を消す食品τ＝猫為三；㌘よ・パセリ・
②　水分補給
　　　ストーマからの感染予防のため、尿量を多めに保ったあに
　　も、水分は目安として、1500～2000π4位を1日に飲むように
　　しましよう。
　　（お茶や、その他の飲み物でも結構です。）
　新鮮な果物は尿を酸性に保ち、皮膚のかぶれを防ぐためにも
　大切です。
③　入　浴
　　入浴は、心身の疲労を和らげストーマ周囲の皮膚を清潔に
　　し、老廃物の排泄を促します。
　　入浴前にパック内の尿を捨て、ばんそう膏などで固定する
　のもよいでしょう。
　　※パック内の空気を抜いておかないと浮き上がってきます。
④　就眠時
　　就眠前にパックを空にします。
　　夜間はなるべく、専用の糞尿袋に接続すると安心です。
⑤　仕事・職業
　　体力が回復すれば元の仕事に戻れます。同じオストメイト
　（尿路変更術や人工肛門造設術を受けた仲間のことです。）
　には、主婦、美容師、会社員、運転手、公務員など様々な職
　業に戻り、元気に活躍している方がたくさんいます。
　　心掛けとして、装具の交換品は1～2枚、常に持ち歩いて
　下さい。
⑥　服　装
　　伸縮性のあるものや、少しゆとりのあるもの、タックの付
　いたものを着用した方が良いでしょう。バックを圧迫するも
　のは、避けて下さい。
　　パックのカバーを作ったり、下着にポケットを付けたりす
　るのもよいでしょう。
　　余暇を楽しむことは、健康のために大切なことです。水泳
　の場合は、パックの隅をばんそう膏で固定するか、伸縮性の
　ある水着を着れば安心です。
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切れ込みを入れ、ここから
パウチを出す。
袋を作りここから排尿用
の栓を出す。
⑦外出・旅行
　　外出、旅行時には、予備のパックをもって行きましょう。
　　海外旅行や長期旅行・出張の場合は、あらかじめ日本オス
　トミー協会本部（TEL　O3－3432－3514）へ連絡し、購入方法を
　調べておくことが大切です。
4．スキントラブルについて
　　ストーマ周囲の皮膚はとてもデリケートです。常に陰部と同
　じように清潔にしていなければなりません。
　陰部に尿や便がついたままだとかゆくなったり、又、下着が
肌にあわないと赤くただれたりします。
　それと同じように、ストーマ周囲の皮膚も尿などが常に付着
　したり、バックがあわないと、かぶれやかゆみにつながります。
　それをスキントラブルといいます。
　①スキントラブルの種類
　　　1．全体に赤くなる。
　　　2．ボツボツと発疹ができる。
　　　3．かゆみがある。
　　　4．皮膚がはがれて痛い。
　　　5．パック交換しても一日しかもたず、もれてしまう。
　が主なものとしてあげられます。
　②　原　因
　1．パックが肌に合わない。
　2．パック装着の時、パウチと皮膚の間に尿が入り込んでい
　　る。
　3．汚れをしっかり落とさないまま、パックを装着している。
　4．ストーマ周囲にしわや、凹凸が多く、しっかり装着して
　　もすぐもれてしまう。
　5．尿に感染があり、パックが早く溶けてしまう。
があげられるでしょう。
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③　予　防
　　スキントラブルの発生を予防するには、下記のことに
　気をつけて下さい。
　1．パックをはがす時、丁寧にはがしていますか？
　2．ストーマ周囲の汚れは石けんを使ってきれいに洗ってい
　　ますか？
　　又、石けんはよく、落としていますか？
　3．バックを装着する時、しわをしっかりと伸ばしています
　　か？
　4．凹部分には、ペーストなどで補強していますか？
　5．パック装着の時、水分、尿など皮膚にながれないよう注
　　意していますか？
④対　策
　　しかし、既にスキントラブルが生じてしまった人は
　・全体に赤い、痛い、かゆい、ボツボツがある。
　・パックが一日しかもたない。
　→　何か細菌に感染している可能性もあります。
　　　外来の先生に尿の培養をとって調べてもらいましょう。
　入院中、軟膏をつけてスキントラブルが治った方もいること
でしょう。でも“軟膏をつけても治らない”“新たにスキント
ラブルが生じた”という人は、軟膏を塗らずに
　　　　　　　　　　　　へ連絡して下さい。
（棟でもらった　　では、白癬菌が出ているとかぶれがひど
くなったりします。）
　ストーマ周囲に激しいしわや、凹ができてしまい尿もれによ
ってスキントラブルが生じてしまいそうな方
　→　しわや、凹への対処方法や、他のパックを紹介します。
　　　　　　　　　　　　へ連絡して下さい。
6．オストメイトの活用できる福祉制度
　身体障害者福祉とは、身体的障害から発生する社会生活上の
不利を出来る限り軽減し一般の人々と同じように生活できるよ
　うに援助する事を目的としています。
　　オストメイトにおいても昭和59年10月から内部障害とし
て、身体障害者として設定される事が可能になりました。この
パンフレットでオストメイトの福祉制度を少しでも理解して頂
ければ幸いです。
　　尚、福祉制度は、各都道府県により若干相違がありますので、
申請の心心福祉事務所で確認してください。
申請方法
　★　身体障害者手帳の申請は、ストーマ造設後6ヶ月以後よ
　　り行う事ができます。
　　　ただし、ウロストミーにおいては、ストーマ造設日より
　　申請できます。
★　方　法
　D主治医に診断書（身体障害者診断書）を書いてもらう。
　2）写真（縦4㎝×横3㎝）1枚
　3）印鑑（認め印）
・以上を持参して、各都道府県の区役所や役場へ提出します。
・申請後1ヶ月位で、手帳が交付されます。
・その他の障害の有無によって、1級～3級に該当する場合
　もあります。　（視力障害、肢体不自由等）
★　福祉制度については、次の障害度別該当事業一覧表の内
　部障害4を参照して下さい。詳しい内容については、各
　福祉事務所にパンフレットが用意してあります。
5．パックの種類と講求方法について
◎　あなたのパックを取り扱っている会社名と連絡先
◎　パンフレットの請求方法
◎　パックを注文して送ってもらう方法
　①電話にて予約
　②業者から直接送ってもらう。’
　⑧郵便局又、各金融機関の振り込み用紙が同封されてくるの
　で各霞で振り込みをする。
＠その他の会社と連絡先
　①コロプラストK・K
　　〒105　東京都港区大門1－4－14　芝栄太桜ビル3F
　　　　　　　　　TEL　O3－4359－6641（代）
　　　　　　　　　FAX　03－3459－6640
　②マンソンフリーダイヤル0120－11968（全国共通）
③ホリスター（東邦薬品K・K）
　〒155　東京都世田谷区代沢3－7－3
　　　　　　　　　　　　　TEL　O3－3421－8171（代）
　　　　　　　　　　　　　FAX　03－411－8453
回目ルケアK・K（旧東京衛材）
　〒113　東京都文京区本郷3－40－10
　　　　　　　　　　　　　TEL　03－5684－8070
⑤，ゼオンメディカル（株）
　〒115　東京都港区芝浦2－3－31　第2高取ビル
　　　　　　　　　　　　　TEL　0120－032959
◎　関連商品取り扱い店（パック類の注文会社）
　　〈M・P・1＞
　　〒108　東京都港区三田1－9－9
　　　　　　　　　　　　　　TEL　03－3451－0480
　　　　　　　　　　　　　　FAX　03－3455－2533
7．東京医大病院内の施設について
①　保健指導部
　　・スキントラブルの申請時は、外来の処置室でパック交換指
　　導や、他のパックの紹介をしてくれます。社会福祉システ
　　ムの紹介もあります。
・必要な方は事前に12階東病棟に連絡を下さい。病棟から
の予約が必要です。
②　医療相談室
　・社会福祉制度の利用についての相談
　・地域の保健所や保健婦などの紹介をしてくれます。
　　　例　他に障害があり、一人でパック交換のできない人
　　　　　一人暮らしの人
・平日の9時～17時までいつでも相談できます。
8．患者会について
　　ストーマを造設した患者達が、①会員間の親睦をはかる。
②ストーマケアの最新情報を交換。③患者同士や先輩の体験談
により悩みを解決する。④医療保険　公費給付の実情を知る。
　これらを目的として設立されたものです。
　興味のある方は下記へご連絡下さい。
一　52　一
